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木下賢治議員

中尾正男議員

協
働
策
で
自
治
意
識
の
高
揚
を

町
長
／
地
域
の
個
性
や
特
色
を
推
進

なぜ輪中堤か

町長／基本的な変更は難しい

公
民
館
長
の

　
サ
ポ
ー
ト
策
は

町
長
／
専
門
部
や

　
窓
口
職
員
活
用
を

災
害
復
興

輪
中
堤
が
検
討
さ
れ
て
い
る

柏
原
地
区

町
長
　
区
公
民
館
長
研
修
会

の
回
数
等
を
検
討
し
ま
す
。

　
平
成
２０
年
度
か
ら
区
公
民

館
制
度
へ
移
行
し
、
中
央
公

民
館
に
主
事
を
置
き
、
事
務

や
運
営
の
援
助
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
区
公
民
館
長
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
専
門

部
制
や
地
域
担
当
窓
口
職
員

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
地
域
担
当
窓
口
職
員
制
度

　
各
区
公
民
館
に
、
地
域
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

職
員
を
輪
番
制
に
よ
り
配
置
。

勤
務
時
間
で
も
上
司
の
許
可

を
得
て
地
域
の
活
動
に
従
事

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
尾
　
河
川
激
特
事
業
で
柏

原
地
区
の
整
備
は
「
輪
中

堤
」
に
よ
る
整
備
方
針
が
示

さ
れ
た
が
、
川
内
川
本
流
の

築
堤
を
要
請
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　
今
回
の
河
川
激
特
事

業
は
、
川
内
川
の
氾
濫
を
な

く
し
、
家
屋
の
浸
水
被
害
の

解
消
を
図
る
目
的
で
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
町
と
し
て
も
地
元
の
要
望

を
踏
ま
え
な
が
ら
協
議
し
て

い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
難

し
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、
現
地
測
量
が
行
わ

れ
、
工
法
等
の
検
討
が
な
さ

れ
る
中
で
要
望
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
輪
中
堤
（
わ
じ
ゅ
う
て
い
）

　
あ
る
特
定
の
区
域
を
洪
水

か
ら
防
御
す
る
た
め
に
、
そ

の
土
地
の
周
囲
を
囲
っ
て
築

造
さ
れ
る
堤
防
。

木
下
　
町
の
活
性
化
、
行
財

政
改
革
の
協
働
策
は
、
公
民

館
活
動
の
充
実
が
重
要
と
考

え
る
。
地
域
活
動
支
援
事
業
、

「
地
域
担
当
窓
口
職
員
制
度
」

の
実
態
と
推
進
策
は
。

町
長
　
行
政
で
カ
バ
ー
出
来

な
い
部
分
で
住
民
に
重
要
な

参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
意
志
疎
通
を
十
分

と
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
担
当
窓
口
職
員
制
度

は
、
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

所
期
の
目
的
が
達
成
で
き
る

よ
う
に
啓
発
も
行
い
ま
す
。

木
下
　
区
公
民
館
活
動
の
中

で
、
社
会
教
育
だ
け
で
な
く
、

福
祉
、
産
業
振
興
に
も
取
り

組
め
な
い
か
。
ま
た
、
新
し

い
シ
ス
テ
ム
を
区
に
提
案
出

来
な
い
か
。

※

※


